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国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
か
ら
一
般
会
計
で
実
施
す
る

事
業
に
見
直
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
民
有
林
と
の
連
携
や
支
援

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
各
森
林
管
理
署
等
に
お
い

て
は
、
民
有
林
関
係
者
と
公
益
的
機
能
維

持
増
進
協
定
や
森
林
共
同
施
業
団
地
の
設

定
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

そ
の
成
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

公
益
的
機
能
維
持
増
進
協
定

公
益
的
機
能
維
持
増
進
協
定
制
度
は
、

平
成
24
年
６
月
に
国
有
林
野
の
有
す
る
公

益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図
る
た
め
の
国

有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
24
年

法
律
第
42
号
）
に
よ
り
森
林
法
が
改
正
さ

れ
て
制
定
さ
れ
た
制
度
で
す
。

国
有
林
に
隣
接
・
介
在
す
る
民
有
林
の

中
に
は
、
小
規
模
で
孤
立
分
散
し
立
地
条

件
が
不
利
で
あ
り
、
森
林
所
有
者
等
に
よ

る
施
業
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
民
有

林
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
こ
の
よ
う
な
民
有
林
と

国
有
林
と
を
一
体
的
に
森
林
整
備
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
源
涵
養
や
土
砂
流

出
の
防
備
等
の
公
益
的
機
能
を
よ
り
発
揮

さ
れ
る
場
合
を
「
森
林
整
備
型
」
。
ま
た
、

外
来
樹
種
の
繁
茂
が
国
有
林
で
実
施
す
る

駆
除
の
効
果
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
る
場
合

を
「
外
来
種
駆
除
型
」
に
区
分
し
、
森
林

管
理
局
長
が
、
民
有
林
の
森
林
所
有
者
と

協
定
を
締
結
し
て
、
当
該
民
有
林
を
含
め

国
有
林
と
一
体
的
に
森
林
の
整
備
及
び
保

全
を
実
施
す
る
制
度
で
す
。

【
静
岡
県
浜
松
市
に
お
け
る
公
益
的
機
能

維
持
増
進
協
定
の
取
組
み
】

平
成
25
年
度
の
協
定
締
結
は
、
天
竜
森

林
管
理
署
に
お
い
て
2
月
28
日
に
三
ヶ
日

町
日
比
沢
区
自
治
会
と
「
森
林
整
備
型
」

で
は
、
全
国
で
初
め
て
と
な
る
「
浜
松
市

三
ヶ
日
町
日
比
沢
地
区
公
益
的
機
能
維
持

増
進
協
定
（
間
伐
：
国
有
林
１
３
６
０
㎥
、

有
林
62
㎥
）
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

【
栃
木
県
日
光
市
に
お
け
る
公
益
的
機
能

維
持
増
進
協
定
の
取
組
み
】

つ
づ
い
て
前
記
同
様
の
「
森
林
整
備
型
」

と
し
て
、
日
光
森
林
管
理
署
に
お
い
て
3

月
14
日
に
日
光
市
と
「
日
光
市
藤
原
地
域

公
益
的
機
能
維
持
増
進
協
定
（
間
伐
数
量
：

国
有
林
２
７
６
０
㎥
、
民
有
林
２
８
３
㎥
）

を
締
結
し
平
成
26
年
度
中
に
間
伐
等
の
森

林
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

協
定
締
結
に
あ
た
り
日
光
市
長
か
ら
は
、

「
地
方
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
政
策
。
森

林
の
公
益
的
機
能
維
持
増
進
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。
」
と
期
待
の
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

【
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
公
益
的
機
能
増

進
協
定
の
取
組
み
】

「
外
来
種
駆
除
型
」
と
し
て
は
、
4
月

21
日
に
東
京
事
務
所
に
お
い
て
「
小
笠
原

諸
島
父
島
・
夜
明
山
地
域
公
益
的
機
能
維

持
増
進
協
定
」
を
民
有
林
の
所
有
者
と
締

結
し
ま
し
た
。

同
協
定
の
対
象
箇
所
で
あ
る
父
島
の
夜

明
山
地
域
は
、
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
、
キ

バ
ン
ジ
ロ
ウ
な
ど
の
外
来
種
と
、
ヒ
メ

ツ
バ
キ
、
モ
ク
タ
チ
バ
ナ
な
ど
の
在
来
種

が
混
生
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
協
定
締

結
に
よ
り
、
外
来
種
駆
除
事
業
が
国
有
林

と
民
有
林
で
一
体
的
に
実
施
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
よ
り
効
果
的
な
外
来
植
物
の
駆

除
と
固
有
の
森
林
生
態
系
の
修
復
が
促
進

さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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「
公
益
的
機
能
維
持
増
進
協
定
の
締
結
及
び

森
林
共
同
施
業
団
地
の
推
進
」
（
そ
の
１
）

計

画

課
・
技
術
普
及
課

協定調印式（浜松市）

協定調印式（日光市）

協定調印式（小笠原諸島）



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
准
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
研
修
修
了
者
を
対
象
に
、
准
フ
ォ
レ

ス
タ
ー
の
更
な
る
技
術
力
の
向
上
と
准
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
同
士
の
横
の
連
携
を
深
め
る
観

点
か
ら
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

2
月
27
、
28
日
の
両
日
、
研
修
修
了
者

を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
現
地
検

討
会
を
、
茨
城
森
林
管
理
署
管
内
の
国
有

林
に
お
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者

は
、
国
有
林
職
員
10
名
、
管
内
の
関
係
県

か
ら
11
名
（
福
島
県
２
名
、
新
潟
県
１
名
、

茨
城
県
５
名
、
千
葉
県
２
名
、
神
奈
川
県

１
名
）
計
21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
講
師
と
し
て
、
宇
都
宮
大
学
名

誉
教
授
の
谷
本
丈
夫
氏
、
独
立
行
政
法
人

森
林
総
合
研
究
所
の
育
成
林
施
業
担
当

チ
ー
ム
長
の
宇
都
木
玄
氏
を
迎
え
、
講
義

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

初
日
の
27
日
は
、
茨
城
森
林
管
理
署
会

議
室
に
お
い
て
「
コ
ン
テ
ナ
苗
を
活
用
し

た
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
実
証
試
験
」
の

実
施
経
緯
・
結
果
等
に
つ
い
て
、
森
林
技

術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
実
証

試
験
実
施
箇
所
（
東
茨
城
郡
城
里
町
錫
高

野

梅
香
沢
国
有
林
）
に
移
動
し
、
伐
採

か
ら
集
材
、
造
材
、
運
材
、
植
付
に
つ
い

て
の
作
業
方
法
や
功
程
、
コ
ン
テ
ナ
苗
植

付
け
後
の
苗
木
の
状
況
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

翌
28
日
は
、
筑
波
山
国
有
林
内
に
設
定

し
て
い
る
複
層
林
施
業
試
験
地
に
移
動
し
、

複
層
林
の
モ
デ
ル
林
に
お
い
て
施
業
の
考

え
方
・
進
め
方
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

講
師
か
ら
は
、
「
各
地
に
あ
る
試
験
地
・

展
示
林
等
先
達
が
実
施
し
て
き
た
施
業
地

か
ら
、
施
業
方
法
や
そ
の
結
果
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
自
分
が
担
当

す
る
現
場
に
お
い
て
は
、
現
場
を
よ
く
見

て
『
木
材
生
産
を
目
的
と
し
た
山
づ
く
り

を
目
指
す
の
か
、
環
境
保
全
を
目
的
と
し

た
山
づ
く
り
を
目
指
す
の
か
』
等
、
将
来

を
見
据
え
た
山
づ
く
り
を
検
討
し
、
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
と
し
て
活
躍
い
た
だ
き
た
い
」

と
の
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
茨
城
森
林
管
理
署
に
戻
り
、

「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
と
し
て
の
心
構
え
」
に

つ
い
て
の
講
義
と
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
は
、
「
活

用
が
期
待
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植

栽
箇
所
や
、
景
観
に
配
慮
し
た
複
層
林
施

業
の
現
地
に
お
い
て
意
見
交
換
が
で
き
た

こ
と
は
勉
強
に
な
っ
た
、
今
後
も
継
続
実

施
し
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
が
多
く
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
開
催
時
期
を
考
慮
す
る
な

ど
、
要
望
点
を
生
か
し
つ
つ
、
技
術
力
向

上
を
目
指
し
、
今
後
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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今
月
の
表
紙

「
森
林
環
境
保
全
整
備
事
業

（
列
状
間
伐
）
」

平
成
25
年
度
に
、
福
島
県
猪
苗
代
町
の

沼
尻
山
国
有
林
で
実
行
さ
れ
た
森
林
環
境

保
全
整
備
事
業
で
す
。

写
真
の
場
所
は
、
樹
齢
54
年
生
の
カ
ラ

マ
ツ
人
工
林
で
、
列
状
間
伐
に
よ
る
保
育

及
び
木
材
生
産
を
行
い
ま
し
た
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
倒
、
プ
ロ
セ
ッ

サ
に
よ
る
造
材
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
よ
る
運

材
を
経
て
土
場
に
集
め
ら
れ
た
丸
太
は
、

ト
ラ
ッ
ク
に
よ
り
木
材
市
場
や
チ
ッ
プ

工
場
へ
と
運
ば
れ
ま
す
。

当
該
事
業
で
は
、
他
の
事
業
地
も
含
め
て

１
９
０
㌶
の
森
林
を
整
備
し
、
５
６
０
０

㎥
の
木
材
を
供
給
し
ま
し
た
。

准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
研
修
修
了
者
を
対
象
と
し
た

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
取
組

森
林
整
備
部

技
術
普
及
課

フォローアップ研修の参加者



3
月
22
日
、
福
島
県
南
相
馬
市
に
お
い

て
、
海
か
ら
里
、
森
林
へ
と
つ
な
が
る
ふ

く
し
ま
の
森
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
「
ふ
く

し
ま
の
森
復
興
大
会
」
（
主
催
／
ふ
く
し

ま
の
森
・
復
興
大
会
実
行
委
員
会

後
援

／
復
興
庁
・
林
野
庁
・
福
島
県
外
14
団
体
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
か
ら
は
、
須
藤
局
長

を
は
じ
め
福
島
県
内
を
管
轄
と
す
る
森
林

管
理
署
長
等
職
員
計
21
名
が
参
加
し
ま
し

た
。午

前
中
は
、
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害

を
受
け
た
市
内
鹿
島
地
区
に
お
い
て
、
参

加
者
３
５
４
名
が
集
い
、
林
野
庁
長
官
も

出
席
す
る
中
、
震
災
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
黙
祷
を
行
っ
た
後
ク
ロ
マ
ツ
の

コ
ン
テ
ナ
苗
を
記
念
植
樹
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
会
場
を
市
内
文
化
会
館

に
移
し
、
参
加
者
４
０
０
名
が
集
い
復
興

大
会
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
太
田
猛
彦
東
京
大
学
名
誉
教

授
か
ら
「
ふ
く
し
ま
の
森
の
再
生
と
新
し

い
森
づ
く
り
」
と
題
し
た
特
別
講
演
が
あ

り
、
海
岸
林
再
生
に
当
た
っ
て
考
慮
す
べ

き
事
項
や
再
生
に
向
け
て
の
プ
ロ
セ
ス
等

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
根
本
復
興
大
臣
も
出
席
さ
れ

る
中
、
地
元
で
復
興
に
係
わ
る
方
々
か
ら

復
興
に
向
け
た
意
見
発
表
が
行
わ
れ
、
結

び
に
南
相
馬
市
立
原
町
第
一
中
学
校
の
生

徒
が
読
み
上
げ
た
「
ふ
く
し
ま
の
森
」
復

興
を
目
指
す
大
会
宣
言
が
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
、
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
と
し
て
も
福
島
県

の
復
興
に
向
け
引
き
続
き
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

３
月
14
日
都
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て

「
第
17
回
森
林
は
友
達
！
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
旧
東
京
分

局
管
内
（
茨
城
県
か
ら
静
岡
県
ま
で
の
１

都
６
県
）
の
森
林
管
理
署
、
森
林
管
理
事

務
所
、
高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

等
が
行
っ
た
「
森
林
教
室
・
体
験
林
業
」

に
参
加
し
た
小
学
４
～
６
年
生
を
対
象
に
、

感
じ
た
こ
と
を
作
文
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
理
解
や
関
心

を
よ
り
一
層
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
森
林
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

（
一
般
社
団
法
人
東
京
林
業
土
木
協
会
と

関
東
森
林
管
理
局
東
京
事
務
所
で
構
成
）

が
毎
年
度
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
19
の
小
学
校
と
２
団
体
か
ら

過
去
最
多
の
１
７
９
６
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

最
優
秀
賞
の
林
野
庁
長
官
賞
に
は
、

「
木
と
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
題
し
て
、

高
尾
の
森
林
教
室
で
木
と
ふ
れ
あ
う
体
験

を
通
し
て
、
木
と
心
が
通
じ
合
っ
た
こ
と

を
実
感
し
、
「
人
と
木
は
つ
な
が
っ
て
い

る
」
と
自
分
の
学
び
の
言
葉
を
豊
か
な
感

性
で
表
現
し
た
八
王
子
市
立
み
な
み
野
小

学
校
５
年
生
の
畑
中
乃
ノ
佳
さ
ん
の
作
品

が
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
次
代
を
担

う
子
供
た
ち
に
森
林
・
林
業
が
い
か
に
重

要
な
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
る
場
と
し
て

続
け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平成２６年５月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１２２号（４）

「
ふ
く
し

ま
の
森

復
興

大
会
」
に
参
加

技
術
普
及
課

復興大会式典の様子
記念植樹を行う須藤局長

森

林
は
友
達
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

東
京
事
務
所

最優秀賞（林野庁長官賞）授与

表彰式参加者記念写真



関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
昭
和
51
年
か

ら
毎
年
春
に
、
森
林
・
林
業
や
国
有
林
野

事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ア
」

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
4
月
29

日
、
県
立
敷
島
公
園
で
行
わ
れ
る
「
敷
島

公
園
ま
つ
り
」
の
会
場
内
に
設
け
ら
れ
た

グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
、
関
東
森
林

管
理
局
ブ
ー
ス
と
し
て
参
加
し
、
（
公
社
）

群
馬
県
緑
化
推
進
委
員
会
、
（
一
財
）
日

本
森
林
林
業
振
興
会
前
橋
支
部
、
日
本
野

鳥
の
会
群
馬
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぐ
ん
ま
緑
の

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
と
と
も
に
、

「
み
ど
り
」
を
守
り
・
育
て
・
活
か
す
こ

と
の
大
切
さ
を
発
信
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
敷
島
公
園
に
は
約
２
万
６
千

人
も
の
方
々
が
来
場
し
、
関
東
森
林
管
理

局
の
ブ
ー
ス
に
も
来
場
者
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
訪
れ
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
技
術
普
及
課
と
赤
谷
森
林
ふ

れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
て
、

「
木
の
し
お
り
」
作
り
や
「
ロ
ケ
ッ
ト
・

リ
ー
フ
」
作
り
の
体
験
と
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
取
組
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
な
ど
の

展
示
を
行
い
ま
し
た
。

し
お
り
作
り
で
は
、
子
供
た
ち
だ
け
で

な
く
親
子
で
も
参
加
し
て
、
ヒ
ノ
キ
や
色

紙
の
台
紙
に
モ
ミ
ジ
な
ど
の
押
葉
を
自
由

に
貼
り
付
け
た
り
、
カ
ラ
ー
ペ
ン
で
模
様

を
書
き
込
ん
だ
り
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

し
お
り
作
り
に
夢
中
で
取
り
組
む
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
中
に
は
、
台
紙
に
は
収

ま
り
き
ら
な
い
よ
う
な
大
き
な
モ
ミ
ジ
を

大
胆
に
カ
ッ
ト
し
て
貼
り
付
け
た
り
、
親

子
が
自
分
た
ち
で
摘
ん
で
き
た
タ
ン
ポ
ポ

を
加
え
た
り
す
る
な
ど
、
様
々
な
デ
ザ
イ

ン
の
し
お
り
が
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

空
飛
ぶ
タ
ネ
の
模
型
「
ロ
ケ
ッ
ト
・
リ
ー

フ
」
作
り
で
は
、
子
供
た
ち
が
、
職
員
の

実
演
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
、
自
分
た
ち

で
作
っ
た
ロ
ケ
ッ
ト
・
リ
ー
フ
を
そ
の
場

で
飛
ば
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
輪
ゴ
ム
１

本
で
予
想
外
に
高
く
飛
び
上
が
り
、
く
る

く
る
回
り
な
が
ら
舞
い
降
り
て
く
る
様
子

に
、
大
人
の
方
々
か
ら
も
驚
き
の
声
が
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ケ
ッ
ト
・

リ
ー
フ
に
つ
い
て
、
「
何
の
木
で
作
ら
れ

て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問
が
あ
り
、

「
ス
ギ
の
間
伐
材
で
す
」
と
答
え
て
、
間

伐
の
Ｐ
Ｒ
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
で
は
、

（
公
社
）
群
馬
県
緑
化
推
進
委
員
会
、
群

馬
県
、
前
橋
市
、
（
一
財
）
群
馬
県
森
林
・

緑
整
備
基
金
、
関
東
森
林
管
理
局
が
連
携

し
、
「
緑
の
募
金
推
進
中
央
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
し
て
苗
木
配
布
会
を
開
催
し
、
オ

リ
ー
ブ
、
ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ
、
ア
ン
ズ
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
苗
木
を
配
布
し
て
、
広
く

緑
化
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
緑
の
募

金
へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（５）平成２６年５月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１２２号

２

０

１
４

敷
島

公
園ま

つ
り

技
術
普
及
課

木のしおりつくり

飛ばしてみよう！ロケットリーフつくり

関東森林管理局のブース

今年も大盛況の苗木配布会（局長）



森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
約

16
年
に
な
り
ま
す
。
活
動
を
通
し
て
感
じ

る
楽
し
さ
、
考
え
て
い
る
こ
と
等
に
つ
い

て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
森
と
人
の
会
紹
介
】
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

「
森
と
人
の
会
」
ク
リ
ッ
ク
）

[

発
足]

平
成
11
年
、
奥
多
摩
都
民
の
森

「
平
成
10
年
度
・
通
年
林
業
体
験
講
座
」

受
講
者
の
集
ま
り
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。

[

正
会
員]

31
名
。

[

今
ま
で
に
活
動
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド]

東

京
都
奥
多
摩
町
、
群
馬
県
吾
妻
郡/

川
場

村
、
千
葉
県
一
宮
町
、
新
潟
県
魚
沼
市

他
。

[

現
在
の
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド]

埼
玉
県
と

き
が
わ
町
三
境
国
有
林
、
東
京
都
あ
き
る

野
市
民
有
林
、
群
馬
県
大
桁
県
有
林
。

安
全
第
一
を
心
が
け
、
月
例
会
お
よ
び

年
数
回
2
泊
3
日
程
度
の
遠
出
に
て
楽
し

く
有
意
義
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

【
国
有
林
で
の
活
動
】

高
尾
山
大
平
国
有
林
（
平
成
14
年
～
20

年
）
、
と
き
が
わ
町
三
境
国
有
林
（
平
成

20
年
～
）
に
て
活
動
。
主
な
作
業
は
、
ス

ギ
、
ヒ
ノ
キ
林
の
間
伐
、
ボ
サ
刈
り
等
。

【
森
林
管
理
事
務
所
か
ら
支
援
い
た
だ
く
】

管
理
事
務
所
の
方
々
か
ら
技
術
指
導
、

ま
た
機
材
等
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

技
術
の
向
上
は
安
全
面
で
大
切
な
だ
け

で
な
く
、
そ
の
修
得
は
と
て
も
楽
し
い
も

の
で
す
。
こ
の
指
導
を
い
た
だ
け
る
と
い

う
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

ま
た
先
日
は
、
選
木
調
査
に
同
行
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
施
業
技
術
に
つ
い
て
も
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ノ
コ
、
ナ
タ
等
は
自
前
で
す
が
、
大
型

の
ハ
シ
ゴ
等
は
購
入
費
用
、
運
搬
等
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
は
負
担
が
大
き

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
貸
し
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
山
仕
事
、
気
持
ち
い
い
な
あ
】

間
伐
、
ボ
サ
刈
り
等
に
よ
り
暗
い
林
が

明
る
く
な
り
、
地
面
に
も
陽
が
射
し
て
き

ま
す
。
木
に
腰
掛
け
一
休
み
、
小
鳥
の
さ

え
ず
り
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
涼
し
い
風
、

そ
し
て
百
年
後
の
姿
を
考
え
る
。
と
っ
て

も
気
持
ち
よ
く
、
豊
か
な
気
分
に
な
り
ま

す
。明

る
く
見
通
し
の
よ
く
な
っ
た
林
。
成

果
が
は
っ
き
り
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

普
段
の
仕
事
で
は
な
か
な
か
実
感
で
き
な

い
こ
と
で
す
。

【
現
地
の
暮
ら
し
、
文
化
に
触
れ
る
】

現
地
の
暮
ら
し
、
文
化
に
触
れ
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
ま
す
。
と
い
う
よ
り
そ
れ

が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
境
国
有
林
の
帰
り
に
は
、
と
き
が
わ

町
営
「
建
具
会
館
」
に
よ
り
ま
す
。
お
土

産
を
買
い
、
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
歓
談
。
店

員
さ
ん
か
ら
、
建
具
生
産
の
衰
退
に
よ
る

と
き
が
わ
町
の
人
口
減
少
に
つ
い
て
お
話

し
を
う
か
が
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。

現
地
の
旅
館
に
宿
泊
。
作
業
後
の
温
泉
、

お
酒
と
食
事
。
御
年
90
歳
の
美
人
女
将
と

の
語
ら
い
等
々
。

【
活
動
を
通
し
て
考
え
る
こ
と
】

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
行
う
作
業
量
は

微
々
た
る
も
の
で
す
。
そ
ん
な
活
動
に
、

そ
し
て
国
有
林
で
行
う
こ
と
に
、
ど
ん
な

意
義
が
あ
る
の
か
。

目
の
前
の
林
を
見
な
が
ら
、
日
本
の
林

業
、
森
林
、
そ
し
て
世
界
の
環
境
に
つ
い

て
思
い
を
は
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「
地
球
規
模
で
考
え
、
足
元
か
ら
行
動
せ

よ
」
と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。
周
囲
の

人
に
そ
ん
な
思
い
を
話
し
て
み
る
、
そ
ん

な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平成２６年５月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１２２号（６）

森

林

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

通

し

て

感

じ

る

楽

し

さ

、

考

え

る

こ

と

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
森
と
人
の
会
」
代
表

高
橋

薫

町田屋旅館の90歳の美人女将と

間伐で明るくなった林を背景に

新人が初めての間伐作業実施

三境国有林選木調査に同行



湯
沢
森
林
事
務
所
が
管
轄
す
る
湯

沢
・
三
国
担
当
区
の
国
有
林
は
、
新

潟
県
南
部
の
湯
沢
町
に
位
置
し
、
群

馬
県
や
長
野
県
と
の
県
境
に
接
す
る

約
２
６
０
０
０
㌶
で
す
。

湯
沢
町
は
、
古
く
か
ら
三
国
街
道

の
宿
場
町
、
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
、

四
季
を
通
じ
て
自
然
に
恵
ま
れ
た
町

で
、
近
年
は
周
辺
の
南
魚
沼
市
・
十

日
町
市
と
並
ん
で
国
内
有
数
の
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
も
有
名
で
、
国

有
林
野
内
に
も
、
８
箇
所
の
ス
キ
ー

場
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
管
内
は
、
大
部
分
が
上
信

越
高
原
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、
百

名
山
の
一
つ
で
あ
る
苗
場
山

（
標
高

２
１
４
５
㍍
）
や
魚
野
川
の
源
流
域

で
あ
る
仙
ノ
倉
山
（
標
高
２
０
２
６

㍍
）
な
ど
２
０
０
０
㍍
級
の
山
峰
が

連
な
る
谷
川
連
峰
が
美
し
い
景
観
を

作
り
出
し
、
登
山
や
ス
キ
ー
、
森
林

浴
等
の
保
健
休
養
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
と

な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
、
苗
場

ス
キ
ー
場
（
国
有
林
）
に
お
い
て
、

フ
ジ
ロ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
音
楽
イ
ベ
ン
ト
）
が
開
催
さ
れ
、

毎
年
３
日
間
で
約
13
万
人
も
の
来
場

者
が
あ
リ
、
夏
場
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

の
目
玉
と
し
て
、
地
域
の
発
展
に
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
森
林
・
林
業
の
新
た
な
取

組
と
し
て
は
、
平
成
26
年
３
月
３
日

に
南
魚
沼
地
域
振
興
局
と
湯
沢
町
と

中
越
森
林
管
理
署
の
３
者
で
森
林
整

備
推
進
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

路
網
等
基
礎
施
設
の
整
備
、
施
業

の
集
約
化
に
よ
り
計
画
的
・
効
率
的

な
木
材
生
産
、
森
林
整
備
を
し
、
民

有
林
・
国
有
林
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
よ
う
関
係
者
と
一
体
と
な
っ
て

話
し
合
い
、
流
域
や
地
域
に
お
け
る

低
コ
ス
ト
化
に
よ
る
モ
デ
ル
と
な
る

べ
く
、
先
ず
は
町
有
林
、
県
行
造
林

地
と
、
こ
れ
ら
に
隣
接
す
る
湯
沢
町

日
白
山
国
有
林
を
対
象
と
し
て
森
林

共
同
施
業
団
地
が

設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。現

地
は
、
湯
沢

町
三
俣
集
落
南
端

に
位
置
す
る
水
無

川
沿
線
の
町
有
林

（
２
．
41
㌶
）
県

行
造
林
地
（
13
．

53

㌶
）
国
有
林

（
86
．
70
㌶
）
合

計
１
０
２
．
64
㌶

で
す
。

今
後
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
民

有
林
と
連
携
し
た
森
林
施
業
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
湯
沢
森
林
事
務
所
森
林
官

と
し
て
着
任
し
、
１
年
に
な
り
ま
す
。

美
し
い
湯
沢
の
山
々
を
歩
き
、
業

務
を
遂
行
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
単
身
赴
任
で
生
活
し
て
お

り
、
除
雪
等
を
実
施
し
て
い
る
と
、

ご
近
所
の
方
に
暖
か
く
声
を
掛
け
て

頂
き
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
い

ま
す
。

国
有
林
を
現
場
で
管
理
し
て
い
く

仕
事
の
中
で
、
森
林
の
整
備
や
保
全

を
第
一
に
考
え
な
が
ら
、
地
元
の
方
々

か
ら
国
有
林
に
求
め
ら
れ
い
る
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
く
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（７）平成２６年５月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１２２号

森林整備の実施状況

フジロックフェステバル

森林整備推進協定調印式

清津川



雄国沼は、福島県北西部の北塩原村（裏

磐梯）にあるカルデラ湖で、標高 1089㍍の

高地に位置し、猫魔ヶ岳や雄国山などの外

輪山に囲まれ、さらに沼とその周囲に広が

る湿原には、貴重な湿原植物の群落が見ら

れ、美しい景観とともに多くの人達に親し

まれています。

「雄国沼」はこのような地形上、小じん

まりとした美しい別天地を意味する「小国」

の名がつけられ、これが「雄国」に転じた

ものと言われています。

雄国沼湿原には、５月のミズバショウか

ら始まり、６月にワタスゲやコバイケソウ、

７月になるとニッコウキスゲが湿原全体を

山吹色に彩ります。また、高山植物を含む

さまざまな植物も見ることができ、この湿

原だけで２８０種もの湿原植物が確認され

ています。

全国的にも貴重なこの雄国沼は、湿原植

生の保護のため「植物群落保護林」に指定

しており、また、昭和３２年に湿原の植物

群落は「我が国にとって学術上価値が高い

もの」として認められ、国の天然記念物に

も指定されています。

なお、地元ではニッコウキスゲ等の開花

時期にはマイカーによる利用者が集中する

ことから、植物への悪影響等を懸念し、平

成１７年度からマイカーを規制し、シャト

ルバス運行による保護対策が行われていま

す。

この雄国沼周辺には、裏磐梯、

蔵の街「喜多方」、温泉地など

の 観 光 施 設 も あ り

ま す の で 、 ご 家 族

連 れ で 一 度 は 訪 れ

て み て は い か が で

しょうか。

（会津森林管理署

広 報 広 聴 連 絡 官

森田隆浩）

平成２６年５月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１２２号（８）

■ 会津森林管理署 http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/aizu/index.html
〒965-8550 福島県会津若松市追手町5-22

ＴＥＬ:0242-27-3270（代表） FAX:0242-27-3272

おぐにぬま

雄国沼ニッコウキスゲ散策風景
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雄国沼経路図（喜多方市提供）

雄国沼・湿原周辺風景


